






















































































































































































































































































































































































































































































































重回帰分析 ○ ○ チェーン・ストア
出典：Rogers（1984b），p．363を参考に筆者作成。
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せたアナログ回帰法という技法を開発している。
　さらに，詳細な顧客のデータと既存店舗の過去の成果に関するデータが利用できない，もしく
はデータは非常にコストがかかるか収集するのに時間がかかりすぎる状況では，売場面積対占拠
率比法とティーセンポリゴンは適用度の高い技法であるといえる。ただし，ティーセンポリゴン
は消費者が最も近い店舗に出向するという想定があり，主に最寄品を取り扱う小売店舗について
は妥当であろう。さらに，Huffモデルの発展において検討したように，消費者のイメージや既
存店舗の過去の成果に関する情報はモデルの予測の妥当性と正確性を判断するためには重要であ
るため，コストを踏まえた上で調査技法に組み込むべきであろう。
IV．ま　と　め
　本稿は小売業の売上高予測と店舗評価に関する諸研究をレビューして，立地問題の多様性から
調査技法の特性について整理を行った。これまでの考察からすると，調査担当者の主観に依存す
る調査技法から統計的なそれへとシフトしているように思われる。しかしながら，このように小
売立地に関する調査技法の洗練さは増しているにもかかわらず，立地問題の個別性や調査技法の
前提条件からすると，調査担当者による主観的な判断の介在を除去することが困難である面も含
んでいるともいえる。こうしたことが現在の調査技法の弱点として見倣しえるかもしれない。た
だし，それは見方によっては強みであると見ることもできるだろう。たとえば自社店舗と競合店
の強さや弱さ，自社の顧客特性の把握，店前の交通量の判断など，十分に訓練を受けた調査担当
者が存在して，彼（女）のデータを解釈して判断する能力が高いのであれば，定量的な調査技法
は予測を行うための基盤を築くことができよう。要は，定量的な分析技法のみのマーケティング
調査では立地問題の自動的な解決には十分には至らないのであり，立地問題を検討するのは，調
査担当者という人間そのものであるということに帰着するのである。
　加えて，各小売店舗は特徴を有しており，数量的なモデルによっては十分に捉えることのでき
ない個別の市場状態に直面している。つまり，市場の質に関する問題も存在しうるのである。そ
こでは定量的な分析のみならず，出店地区や地域ごとの標的顧客のライフスタイル特性を把握で
きるような定性的な調査も組み込み，相互に補完していくべきであろう。
　このように立地問題は小売業者にとって重要な経営課題であるため，ある特定の立地問題に対
して，目的に応じて適用可能な調査技法がいくつか存在する場合には，調査のコストと期間が許
容できる範囲内で，複数の調査技法でアプローチして，多面的な視点から捉えていくことが求め
られよう。最後に，今後の課題としての方向性を提示したい。
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V．今後の課題
1．「生活の質」の把握の問題
　近年のまちづくりの観点から，大規模小売店舗が出店，撤退する際の地域への影響を測定する
研究が望まれるといえる。確かに大規模小売店舗立地法では交通，騒音等の問題についての配慮
を行うように，事前に小売業者に対して予測を求めるものの，さらに踏み込んで周辺住民の「生
活の質」への影響について予測することが求められるように思われるのである。
2．新型の商業施設の商圏分析問題
　今日，公共交通機関の夕一ミナル駅としての「駅ナカ」や高速道路のサービスエリアについて
も商業施設として社会的なインパクトを増しつつあるといえる。こうした施設を設置する際にお
いても，売上高予測や店舗評価の仕組みが必要になると思われる。これまで検討した諸技法が適
用され，修正されることで新しい調査技法の開発が求められるように思われる。
　また田村（2008）によれば，従来，商圏は店舗を中心とした同心円のようなものがイメージさ
れていた。つまり，こうした商圏の設定は消費者の買物出向起点が自宅にあるという想定がなさ
れてきたという。しかしロードサイドの小売店舗の商圏はこれとは異なるものである。その商圏
は店の前の道路が連結される道路ネットワークを射程に入れることになり，商圏の規模は小売店
舗の面している道路の車の通行量によって推測されることになる。したがって，道路ネットワー
クによって流入する流動商圏を想定した上での調査技法が求められよう。
3．狭い範囲の商圏の分析問題
　従来の研究では，ある程度の広域の商圏を有した小売営業形態を対象にした売上高の予測技法
が開発されてきたが，近年では狭い商圏を対象にして成立する営業形態が出現，発展しつつある。
たとえば，酒井（2007）はビジネス街のコーヒーショップを検討して，経由的利用行動の比率の
高さと利用限界域の存在を発見した。こうした範囲の狭い商圏，すなわち狭域商圏の分析問題
（貞広1994，1998）については，ティーセンポリゴンはあるが，研究蓄積が少ないため，今後は
この研究を進展させる必要があるといえる。
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